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研究成果概要 
Mid-size baffle のインストールが始まった。PR2 鏡の背面から入射した Green Laser が

PR3 鏡上で、真ん中に来るようにしながら、かつ、その PR3 で反射した Laser が、

ITMX/ETMX の真ん中に来るようにした光軸を決めたのち、この光軸を頼りに、PR2 鏡

用 mid-size baffle がインストールされた。その後、X-arm で Green Laser と IR Laser
が ITMX/ETMX の鏡の真ん中付近にスポットが来るように X-arm で共振できる ITMX
のアライメントを決め、かつ、BS で反射した X-arm 用の Green Laser が ETMY の真

ん中に来るように BS のアライメントを決めたのち、ITMX の表面で反射し、BS でも、

また干渉光取り出し側に反射した X-arm 用 Green Laser の光軸を頼りに、SR2 鏡用

Mid-size baffle もインストールされた。 
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